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日本経済は深刻なデフレ危機から′抜け出せ  

ないでいます。デフレ化現象は中国経済の台  

｝ 頭や技術革新などグ臼；鞠経済の構造問題  

・：．「 に椚■づらあすます諷嘩篠のデフレ悪循環  
r！ は最葛深亥腔悪質で讃蕗夢払えるでしょう。  

までね蝉な触構造デブヤを前提に対応するし      1  

ゝをG、媛どどあぎらあたりしている場合では  

ナ∵“1T＼′ゝ∴∴∵÷ ヨーニ言‘∴ここ ないはずです。とあ箪与二Jを漫療tと賢け入れ  
ることは日盛藩あ賂意盲料払壕妄す。  

∴ ではどうすれば、喜締兆あ意楯痍から  
裏臓踵童顔毒蒐よ琴束（．鶴由離施吏せ  

ニ平場を感泣・室淋巻池紋極れこ」老少ノ三ベル  

経済学賞にも催するでしょう。   

脱デラ．レの帯革暗いさ芦か混迷気味です。  

日本のデフレは需要紳浪き狩ヤ、るセすれ  
救麿斡璽酢燻製漕鰭ち・華卑しか ： 
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ステイグリッツ教授のように、デフレ脱却に  

グローバル現象だから仕方がないとヰ  
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1嘩、ケインズ理論から「債務デフレ論」のフ  
ナ、． ㌣  

iこjざ．・Lイ‘＝岩舟アナ丁選論にスタンスを転換するべきだ   

て声・零と主張するノーベル経済学者もいます。  

部分均衡」優先は危隈   
『   臼漆経済新鵬主幹  

柑47年高知照生謀れ。69年早稲田大学政治経  

演掌訪卒業後．日本経済新聞社入社．豪家本  

社鮎産業静、措清野記者琴奄繰雷、ぬ琴  

ブリュッセル疇劇眉．缶年ニューヨーク支局  

義、汐率描済爵改廃、郎専念椒最薫蓋轟訣  

嚢鼻、91年論説委員業篤農委員．張年論説劉  

主幹葦儀篤葬具．抑年取精投識説主幹  

（モの冊）早稲日大宇大学院公共縫嘗研  

究科客員教授．財孜帖尊書  

議会褒轟  

（寄書）一応醐 円ドルの瑚髄力学J（日本堤  

講談取刊）瞥 隠本掻清 泉競争時  

代への浅利（共著、岡）．ー振合デ  

フレ脱却J（共著、開）、rゼミナー  

ル現代企業入門J（共善、閂）ほか  

債務デフレ論はたしかに日本のデフレを説  
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済活動を一層萎縮させ、デフレを深刻化させ  

ています。ここにきてフィツシヤ」理論が持  

ち上げられる一方で、影が薄くなっているの  
鍾  

、は†剣造的破壊」。のシヰンペアターでしょう。 一i（け1   

それは「構造改革なくして成長なし」と繰り  

∵∴返す小泉純五郎政権の経済政策への警鐘にな   

つ竿いるよ「うにくも、みえ壊す。 
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割を食った形のシュンベータ 

済的創造を先導する「企業家精神」はどんな  
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経済であれ、経済再生の担い手であるはずで  

す。いうまでもなく、脱デウ！レには総合戦略  

が求められます。財政，税制改革、規制緩和、  

金融安定化策iそれに金融援和策の相乗効果  

をいかに高めるかが肝心です。目先の財政収  

支の数字合わせをあせらたり、税制の手当て  

抜きに不良債権処理を突出させるといった、  

いわゆる「部分均衡」優先は危険です。経済  

全体を見渡した総合的治療こそ必要になって  

ここで大事なのは、だれが企業家精神を支  

えるかです。ノリスクを取って新たな分野を切  

り開くには、協力者の存在が欠かせません。  

森嶋通夫教授は■「思想としての近代経済学」  

のなかで企業家精神を支える銀行家の役割を  

強調しています。「有能な銀行家なら選択を  

l■、♪∨、 誤ら勧蝉：う唐音軽覇‡奉書夢ら虎漸を行  

って革新をし損じたり、遅らせたりする」と  

いうノのです。  

と剖   り柘冒せ  

．．企業家精神を支えた銀行家として、、森嶋教  

授が例に挙げたのは、し1928年当時の松下幸之  

助の大工場建設計画とそれに無条件信用貸で  

応じた銀行家の眼力です。松下青年の能力と  

その将来を見抜いてい・たのです。「ただもの  

でない企業者と本物を見抜く，眼力のある銀行  

家がJシュンペ十夕十の資本主義の正副操縦  

士である」と教授は指摘しています。   

貸し渋りが横行するなかで、本物の企業家  

と眼力ある銀行家の結合が生まれるかどうか、  

なお不安はつきまといますが、悲観的にばか  

りなってはいちれません。デフレ克服の目標  

を最終的に達成できるかどうかは、企業家精  

神の発揮にかからているからです。  

デフレ脱却にイ政府の役蕃山．は極めて重要  

ですが、それだけでは不十分です。いくら政  

府が手厚い政策を打ち出しても、企業の活力  

がよみがえらなくては元も子もないでしょう。  

それは結局、日本経済に重いツケを残すだけ  

ですb大事なのは、企業家精神をいかに発揮  

するかでありト「イノベーション・（革新）」を  

いかに生み出すかです。 

デフレ下でi企業家精神は十分・に発揮され  

たとはいえません。・それどころか、廃業率を  

下回る開業率の低下にみられるように、日本  

経済全体に企業の活力がなえてきているよう  

にみえます。  
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